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概要 

 9 月 3 日（土）15 時～大阪茨木キャ

ン パ ス カ ン フ ァ レ ン ス ホ ー ル に て

2022 年度経営学部校友会第 1 回セミ

ナー「カーボンマイナス・プロジェク

ト講演  ～カーボンニュートラルの一

歩先へ～  」が行われました。今セミナ

ーは来年度実施予定の経営学部創設

70 周年・経営学部校友会設立 20 周年

の記念事業のための若手プロジェクト

が企画した第 1 弾の企画でした。司会

も若手幹事が務め、また在学生からの

発表もあるなど、いつものセミナーと

は一味違った立命館の「今」、学生の「今」

を知ることができる貴重な機会となり

ました。  

 

カーボンマイナス・プロジェクト  

「カーボンマイナス・プロジェクト」

は 今 回 登 壇 い た だ い た 柴 田 晃 先 生

（OIC 総合研究機構客員教授・日本ク

ルベジ協会代表理事）が代表を務めら

れる立命館大学の研究プロジェクトで

す。同じく今回登壇された依田祐一先

生（経営学部教授）はじめ多くの教員

が参画しており、また現役の学生たち

も多数参加しているプロジェクトです。 

再生可能エネルギーへの切り替え、

森林保護や植林などによって、人間の

活動の中で排出する温室効果ガス（主

に CO2）の量と吸収する量が同じ状態

にするカーボンニュートラルのさらに

先を見据え、バイオ炭を活用すること

により CO2 を固定化して吸収する温

室効果ガスの量の方が多い状態にしよ

うとするのが本プロジェクトの目的で

す。  

 

炭素循環 

 最初に本プロジェクト設立の大前提

となるお話しを、Beyond Our Planet

というサイトを参考にしながら紹介し

ます。



   

地球は上図のような炭素循環を繰り

返しています。炭素は「大気」「森

林」「土壌」「海洋」「人間活動」の間

を、さまざまに形を変えながらバラン

スよく循環しています。しかし、産業

革命以後の人間活動の結果、このバラ

ンスが崩れてきたわけです。  

たとえば、大気と森林なら、大気の

CO2 が植物の光合成により、有機物の

形で生物に取り込まれる一方、生物の

呼吸などに由来する CO2 が大気に排

出されます。また、土壌の化石燃料な

どは、産業革命以降の人間活動によ

り、CO2 などとして大気に排出されま

す。この人間活動による CO2 の排出

が地球環境のバランスを崩しているの

が問題です。いわゆる大気汚染です。

下図にみるように、海洋や土壌森林と

大気との間ではプラスマイナスほとん

どゼロでバランスしているのに対し

て、人間活動から排出される CO2 が

一方的にバランスを崩しているので

す。  

 

このバランスを何とか回復させよう

というのが「カーボンマイナス・プロ

ジェクト」です。  

 

バイオ炭による CO2 純減  

本プロジェクトでは農水省の委託研

究（令和 2～6 年度の 5 年間、総額

1.8 億円）により、農研機構、福井

県、立命館大学が共同して研究を進め

ています。バイオ炭の農地施用に係る

方法論により、日本発の J-クレジッ

ト認証（2022 年 6 月 30 日農水省リリ

ース）を受け、上記の委託研究のアウ

トリーチ活動である立命館大学カーボ

ンマイナス・プロジェクトとしてバイ

オ炭の「社会実装」（＝研究成果を社

会において活用すること）に取組んで

います。また、研究を進めるだけでは

なく、大阪・関西万博 TEAM EXPO 共創

チャレンジに登録され世の中に普及す

る活動も行っています。 

 

 



「社会インフラや企業活動のサプラ

イチェーンなど、環境配慮型の仕組み

を作ることでカーボンマイナスが達成

される未来を創りたい」という思いか

ら、その目的を達成するための一手段

として、プラットフォーム（共通の基

盤）とビジネス・エコシステムを通じ

て消費者や企業など多様な参加者がつ

ながり、カーボンマイナスを達成する

ための活動を行っています。 

 

バイオ炭を活用した温暖化防止の取

組 IPCC 第 5 次評価報告（2014 年）で

言われるように気候システムに対する

人的影響は明らかであるので、パリ協

定などで対策を講じることになりまし

た。日本政府も CO2 削減目標を打ち出

しましたがそれをゼロにするわけでは

ありません。カーボン排出はなくなら

ないわけですから、排出量を削減する

だけではなく、カーボンを固定化する

こと、貯留することで地表上の CO2 を

マイナスにすることが必要だと考える

わけです。 

 化石燃料の使用（カーボンプラス）

による、増え続ける地表上の循環炭素

総量を減少させるには、カーボンプラ

スと同等量のカーボンマイナスが必要

となります。カーボンマイナス・プロ

ジェクトでは、バイオ炭での炭素貯留

活動が有効だと考えて、それを社会的

に実現する方向を目指しているわけで

す。  

CO2 を排出している企業にはその埋

め合わせとしてカーボンマイナス活動

（バイオ炭を埋設した農地で耕作する）

に対してお金を支払ってもらう（J-ク

レジット）仕組みがつくられています。

またその農地でできた農産物（環境保

全農産物＝クールベジタブル“クルベ

ジ”）を売って資金を農村に還元する。

下記のように、気候変動緩和（CO2 削

減）と地域振興（明るい農村）の両立

をしたいと考えています（＝環境保全

ブランド化）。  

 

 

 

このようにカーボンマイナス・プロ

ジェクトは、下記のような循環モデル

を通じて、気候変動の緩和と地域振興

の両方を可能にしようとするもので

す。



 
 

経営学の知見を活かして活動する 

＝プラットフォーム  

企業間で、オープンで共通的に活用

できる技術基盤を作り、その「土台」

の上で、取引ないしビジネスがより効

率的に行われる産業組織の新形態のこ

とをプラットフォームと言います。こ

れによって、ネットワーク効果が生ま

れ、多様な主体の結合による創発が可

能となります。この考え方をもとにし

て、カーボンマイナス・プロジェクト

を進めようと考えています。  

 社会はネットワーク、つながり、関

係の中で成り立っていますが、本プロ

ジェクトでも、関わりのあるそれぞれ

の企業、金融機関、顧客などが、カー

ボンマイナスに向けてどのように関わ

るのかを考えながら、活動を進めてい

っています。本プロジェクトと一緒に

できそうなことを、ぜひ皆様にも考え

ていただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生の関わり 

 本プロジェクトの特徴の一つに、多

くの学生も参加をしていることが挙げ

られます。今回のセミナーにも学生が

参加をしてくれ、うち 1 名が事例紹介

をしてくれました。  

学生たちはプロジェクトを紹介する

WEB ページの制作に関わっておりイ

ンタビュー動画などの撮影・編集、J ク

レジットの解説動画などを作成してい

ます。関連する企業や農家の方へのイ

ンタビューなどを通じて、カーボンマ

イナスへの理解を深めながら、学生た

ちが活き活きと活動しているプロジェ

クトの様子を垣間見れることが出来ま

した。  

プロジェクトで取り組んでいる事例に

ついては下記を参照していただきたい

と思います。  

 

 


